


私は長年、断裁オペレーターとして勤務をし

ています。この仕事をしていると、12 月頃から

3 月頃までの間は、乾燥によって手指がとても

荒れてしまいます。空気の乾燥もありますが、

断裁品の包装作業は何度も手のひらや指でこす

るようにするので、紙に脂を取られてしまうか

らです。一つ包装するごとに十回程度行うので、

一日に数百から日によっては千回を超えてしま

います。そのため手がザラザラになり、ひび割

れ、指の腹には逆剥けができてしまいます。ま

た、紙（洋紙、板紙、ワンプなど）が触れ方に

よっては刃物のようになってしまい手指を切っ

てしまうので、絆創膏が手放せません。

このような手になってしまうと、とても人前には

出せません。服を着る時にはがさがさになった手指

が服の繊維に引っかかり、バリバリと音がして、音

だけで痛いような気がし

てとても気持ち悪いで

す。暖かくなってくると

荒れも落ち着いてくるの

で、春が待ち遠しい今日

このごろです。
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